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シ
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リ
ア
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留
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調
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弁

書
を
送
付
す
る
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衆
議
院
議
員
長
妻
昭
君
提
出
シ
ベ
リ
ア
等
強
制
抑
留
者
の
実
態
調
査
及
び
遺
骨
収
集
に
関
す
る
再
質
問
に
対
す
る
答
弁

書

�
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
戦
後
樺
太
で
ソ
連
側
に
抑
留
さ
れ
た
方
々
」
は
、
戦
後
強
制
抑
留
者
に
係
る
問
題
に
関
す
る
特
別
措
置
法

（
平
成
二
十
二
年
法
律
第
四
十
五
号
）
第
二
条
の
「
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
社
会
主
義
共
和
国
連
邦
又
は
モ
ン
ゴ
ル
人
民
共
和
国
の
地

域
」
（
以
下
「
旧
ソ
連
邦
等
の
地
域
」
と
い
う
。
）
に
含
ま
れ
な
い
南
樺
太
の
地
域
に
お
い
て
強
制
抑
留
さ
れ
た
者
で
あ
っ

て
旧
ソ
連
邦
等
の
地
域
に
お
い
て
は
強
制
抑
留
さ
れ
て
い
な
い
も
の
を
除
き
、
同
条
に
規
定
す
る
「
戦
後
強
制
抑
留
者
」
に

該
当
す
る
と
解
し
て
い
る
。
ま
た
、
お
尋
ね
の
「
樺
太
で
ソ
連
側
に
抑
留
さ
れ
た
者
の
中
で
、
特
別
給
付
金
支
給
の
申
請
を

し
、
却
下
さ
れ
た
人
数
」
に
つ
い
て
は
、
調
査
に
膨
大
な
作
業
を
要
す
る
こ
と
か
ら
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
お
尋
ね
の
「
却
下
さ
れ
た
理
由
」
は
、
同
法
第
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
「
本
邦
に
帰
還
し
た
戦
後
強
制
抑
留
者

で
こ
の
法
律
の
施
行
の
日
に
お
い
て
日
本
の
国
籍
を
有
す
る
も
の
」
に
該
当
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

�
に
つ
い
て

厚
生
労
働
省
に
お
い
て
は
、
戦
後
強
制
抑
留
者
の
う
ち
強
制
抑
留
下
に
お
い
て
死
亡
し
た
者
（
以
下
「
抑
留
中
死
亡
者
」

一



と
い
う
。
）
に
つ
い
て
、
平
成
二
十
三
年
度
以
降
、
毎
年
度
、
ロ
シ
ア
連
邦
政
府
か
ら
資
料
の
提
供
を
受
け
、
当
該
資
料
と

同
省
が
保
管
す
る
人
事
関
係
資
料
等
と
の
照
合
等
に
よ
り
抑
留
中
死
亡
者
の
身
元
の
特
定
を
行
い
、
抑
留
中
死
亡
者
の
遺
族

が
判
明
し
た
際
に
は
そ
の
遺
族
に
対
し
て
同
国
政
府
か
ら
得
ら
れ
た
情
報
を
お
知
ら
せ
し
て
き
て
い
る
。
抑
留
中
死
亡
者
の

身
元
の
特
定
が
で
き
た
件
数
は
、
平
成
二
十
三
年
度
に
お
い
て
は
二
千
七
百
一
件
、
平
成
二
十
四
年
度
に
お
い
て
は
九
百
二

十
一
件
、
平
成
二
十
五
年
度
に
お
い
て
は
千
二
百
二
件
、
平
成
二
十
六
年
度
に
お
い
て
は
九
百
三
十
八
件
、
平
成
二
十
七
年

度
に
お
い
て
は
二
百
五
十
六
件
で
あ
り
、
遺
族
に
対
し
て
同
国
政
府
か
ら
得
ら
れ
た
情
報
を
お
知
ら
せ
し
た
件
数
は
、
平
成

二
十
三
年
度
に
お
い
て
は
二
千
百
十
八
件
、
平
成
二
十
四
年
度
に
お
い
て
は
千
三
十
九
件
、
平
成
二
十
五
年
度
に
お
い
て
は

六
百
件
、
平
成
二
十
六
年
度
に
お
い
て
は
千
百
八
十
二
件
、
平
成
二
十
七
年
度
に
お
い
て
は
三
百
三
十
四
件
で
あ
る
。
政
府

と
し
て
は
、
抑
留
中
死
亡
者
の
身
元
の
特
定
の
作
業
に
つ
い
て
一
定
の
成
果
を
上
げ
て
い
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
が
、
遺

族
等
の
関
係
者
が
高
齢
化
す
る
中
、
事
務
処
理
の
体
制
の
拡
充
を
図
り
つ
つ
、
可
能
な
限
り
速
や
か
に
身
元
の
特
定
の
作
業

を
行
う
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

�
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
旧
ソ
連
等
」
で
の
「
戦
後
強
制
抑
留
者
の
遺
骨
収
集
」
に
つ
い
て
は
、
政
府
と
し
て
は
、
戦
没
者
の
遺
骨
収

二



集
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
八
年
法
律
第
十
二
号
）
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
策
定
し
た
「
戦
没
者
の
遺

骨
収
集
の
推
進
に
関
す
る
基
本
的
な
計
画
」
（
平
成
二
十
八
年
五
月
三
十
一
日
閣
議
決
定
）
に
お
い
て
、
抑
留
中
死
亡
者
の

埋
葬
地
等
に
つ
い
て
、
資
料
調
査
や
民
間
団
体
等
と
の
連
携
に
よ
り
有
力
な
証
言
を
得
る
な
ど
確
度
の
高
い
遺
骨
に
関
す
る

情
報
を
得
た
上
で
、
関
係
行
政
機
関
間
の
連
携
協
力
を
図
り
、
現
地
調
査
を
実
施
し
、
入
手
し
た
情
報
に
基
づ
い
て
遺
骨
収

集
を
推
進
す
る
も
の
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
お
尋
ね
の
「
い
つ
ま
で
に
ど
の
く
ら
い
の
遺
骨
が
収
集
で
き
る
の
か
」
に
つ
い

て
は
、
確
度
の
高
い
抑
留
中
死
亡
者
の
遺
骨
に
関
す
る
情
報
を
入
手
で
き
る
か
否
か
等
に
よ
る
た
め
、
具
体
的
に
お
示
し
す

る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
今
後
、
政
府
と
し
て
は
、
同
法
に
基
づ
き
、
政
府
一
体
と
な
っ
て
遺
骨
収
集
を
総
合
的
か
つ
計

画
的
に
行
っ
て
ま
い
り
た
い
。

�
に
つ
い
て

政
府
と
し
て
は
、
遺
骨
収
集
時
に
氏
名
等
の
手
掛
か
り
が
あ
る
遺
留
品
を
発
見
し
た
場
合
は
、
当
該
遺
留
品
を
持
ち
帰
り
、

当
該
遺
留
品
と
政
府
に
お
い
て
保
管
し
て
い
る
資
料
と
の
照
合
調
査
等
を
行
っ
て
所
有
者
を
特
定
す
る
た
め
に
、
厚
生
労
働

省
に
お
い
て
当
該
遺
留
品
を
保
管
し
て
い
る
と
こ
ろ
、
そ
の
よ
う
な
遺
留
品
は
、
現
在
八
十
八
点
保
管
さ
れ
て
お
り
、
そ
の

う
ち
お
尋
ね
の
「
持
ち
主
不
明
の
遺
品
」
が
何
点
あ
る
か
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
照
合
調
査
等
を
行
い
、
所
有
者
が
特
定
で

三



き
る
か
否
か
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
確
定
的
に
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

お
尋
ね
の
「
郵
便
貯
金
通
帳
」
は
、
ロ
シ
ア
連
邦
の
博
物
館
に
展
示
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
と
こ
ろ
、
政
府
と
し
て
は
、

外
交
ル
ー
ト
を
通
じ
同
国
政
府
に
対
し
て
そ
の
返
還
を
求
め
た
が
、
同
国
政
府
か
ら
、
国
内
法
の
定
め
に
よ
り
困
難
で
あ
る

旨
の
回
答
及
び
代
わ
り
に
精
巧
な
複
製
品
を
贈
呈
す
る
旨
の
提
案
を
受
け
た
こ
と
か
ら
、
遺
族
の
意
向
を
確
認
し
た
上
で
、

同
国
政
府
か
ら
複
製
品
を
受
領
し
て
遺
族
へ
伝
達
し
た
も
の
で
あ
る
。

お
尋
ね
の
遺
骨
収
集
時
に
持
ち
帰
っ
た
遺
留
品
の
う
ち
、
所
有
者
が
特
定
で
き
た
も
の
に
つ
い
て
は
遺
族
へ
伝
達
し
、
所

有
者
を
特
定
で
き
る
見
込
み
が
な
い
と
判
断
し
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
戦
中
・
戦
後
の
労
苦
を
次
の
世
代
に
効
果
的
に
継
承

す
る
観
点
か
ら
、
そ
の
よ
う
な
労
苦
に
関
す
る
資
料
の
収
集
・
展
示
を
行
う
施
設
で
あ
る
昭
和
館
や
し
ょ
う
け
い
館
等
の
引

取
先
が
あ
る
も
の
は
寄
贈
し
展
示
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
引
取
先
が
な
い
も
の
は
処
分
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

�
に
つ
い
て

政
府
と
し
て
は
、
総
務
省
に
お
い
て
民
間
事
業
者
に
平
和
祈
念
展
示
資
料
館
の
運
営
を
委
託
し
、
同
館
に
お
い
て
戦
後
強

制
抑
留
者
の
証
言
を
映
像
や
音
声
で
記
録
し
て
同
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
公
表
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
と
も
、

戦
後
強
制
抑
留
者
の
証
言
の
記
録
化
等
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
。
ま
た
、
小
学
校
、
中
学
校
、
高
等
学
校
等
（
以
下

四



「
学
校
」
と
い
う
。
）
に
お
け
る
戦
争
や
平
和
に
関
す
る
教
育
に
お
い
て
取
り
扱
う
歴
史
的
事
象
や
使
用
す
る
教
科
用
図
書

以
外
の
図
書
そ
の
他
の
教
材
は
、
学
校
教
育
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
の
規
定
や
学
習
指
導
要
領
に
基
づ
き

各
学
校
又
は
そ
の
設
置
者
等
の
判
断
に
よ
っ
て
選
択
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
例
え
ば
、
各
学
校
に
お
い
て
右
に
述
べ
た
映

像
や
音
声
を
活
用
す
る
こ
と
は
、
児
童
生
徒
の
学
習
意
欲
を
高
め
た
り
、
理
解
を
深
め
た
り
す
る
上
で
有
意
義
な
取
組
の
一

つ
と
考
え
る
。

�
に
つ
い
て

い
わ
ゆ
る
シ
ベ
リ
ア
抑
留
問
題
に
つ
い
て
は
、
在
ロ
シ
ア
日
本
国
大
使
館
を
通
じ
る
な
ど
し
て
、
恒
常
的
に
日
露
間
で
や

り
取
り
を
行
っ
て
き
て
い
る
。
平
成
二
十
七
年
九
月
及
び
平
成
二
十
八
年
四
月
に
行
わ
れ
た
日
露
外
相
会
談
に
お
い
て
は
、

岸
田
外
務
大
臣
と
ラ
ヴ
ロ
フ
・
ロ
シ
ア
連
邦
外
務
大
臣
と
の
間
で
こ
の
問
題
に
つ
い
て
の
や
り
取
り
が
行
わ
れ
、
日
露
間
に

お
い
て
は
、
捕
虜
収
容
所
に
収
容
さ
れ
て
い
た
者
に
関
す
る
日
本
国
政
府
と
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
社
会
主
義
共
和
国
連
邦
政
府
と
の

間
の
協
定
（
平
成
三
年
外
務
省
告
示
第
三
百
十
一
号
）
に
基
づ
く
協
力
を
着
実
に
進
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
の
認
識
で

一
致
し
て
い
る
。
か
か
る
経
緯
を
踏
ま
え
、
第
二
次
安
倍
政
権
発
足
以
降
に
行
わ
れ
た
日
露
首
脳
会
談
に
お
い
て
は
、
い
わ

ゆ
る
シ
ベ
リ
ア
抑
留
問
題
は
取
り
上
げ
ら
れ
て
お
ら
ず
、
日
露
両
首
脳
か
ら
こ
の
問
題
に
つ
い
て
の
言
及
は
行
わ
れ
て
い
な

五



い
が
、
政
府
と
し
て
は
、
同
協
定
に
基
づ
き
ロ
シ
ア
連
邦
政
府
に
対
し
て
日
本
人
の
抑
留
中
死
亡
者
の
名
簿
及
び
埋
葬
地
に

関
す
る
資
料
の
提
出
、
遺
骨
の
引
渡
し
等
に
係
る
協
力
を
引
き
続
き
求
め
る
な
ど
着
実
な
取
組
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
。

六


